
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校目標：～夢や目標をもち、思いやりの心とチャレンジ精神に満ちあふれた生徒の育成～ 
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 日常を整える「五つの教え」 

 「一年間を終えて」 －令和７年度 修了式－ 

 転出の先生方 ～ 大変お世話になりました ～ 

令和７年度の修了式を本日迎えることができました。今年度の教育活動において、生徒の皆さんは日々の授業や行事、部活動に
真剣に取り組み、目の前の課題と向き合いながら、一歩一歩成長を重ねてきました。また、保護者の皆様には、温かい励ましとご理
解・ご協力をいただき、心より感謝申し上げます。地域の皆様にも、見守りや支援をいただき、本校の教育活動が安心して行えました
ことに深く御礼申し上げます。 
修了式では、１・２年生の１年間の歩みを振り返りながら、４月に伝えた「夢や目標をもち、思いやりの心とチャレンジ精神を大切に
すること」、そして「自ら気づき、考え、行動すること」の重要性について改めて話しました。日々の学校生活の中で積み重ねてきた多
くの経験は、どれも皆さんの力となり、次の学年での成長を支える土台となるものです。うまくいったことも、思うようにいかなかった
ことも、すべてが次の成長につながる貴重な経験です。春休みには今年度を振り返り、次の学年でどのように成長したいかを考え、
来年度の目標を立ててほしいと思います。  
来年度も、生徒一人ひとりが安全で安心して学べる環境づくりに努めてまいります。引き続き、保護者・地域の皆様の変わらぬご
支援とご協力をお願い申し上げます。 

校長室の壁には、来客の方からもしばしば問われる木彫りの一枚があります。そこ
には「気・心・腹・口・命」の五つの漢字が刻まれていますが、それぞれの文字が長く
伸びていたり、横に倒れるように彫られていたりと、独特の姿をしています。私自身も、
その形にどのような意味が込められているのか興味を持ち、調べてみました。 
これらは、達磨大師の教えとされる 
「気は長く 心は丸く 腹立てず 口慎めば 命長かれ」 
という禅語に由来するものです。忍耐、優しさ、冷静さ、慎みといった、日々の暮らし
を穏やかに過ごすための知恵が簡潔に示されており、現代でも広く愛されている人
生訓です。 それぞれの語句には、次のような意味があります。 
気は長く …… せっかちにならず、忍耐強く構えること。 
心は丸く …… 優しく、穏やかで、寛大な心を持つこと。 
腹立てず …… 怒りに支配されず、冷静に判断すること。 
口慎めば …… 言葉を大切にし、無用な争いや、人を傷つける言葉を避けること。 
命長かれ …… これらを実践することで、心身の健康が保たれ、長く安らかな人

生につながるということ。 
校長室の木彫りにある奇妙な形の文字は、こうした教えを象徴的に表現している
のだと分かりました。文字そのものを崩すことで、「丸さ」「長さ」「倒れない心構え」と
いった意味を視覚的に伝えているようにも感じます。 
慌ただしい日常の中でも、少し立ち止まり、深呼吸し、言葉や心の向け方を整える
ことの大切さは、私たち大人にも、そしてこれから社会に羽ばたく子どもたちにも等し
く必要なことです。学校としても、この教えに通じる落ち着いた学びの環境を大切にし
ながら、子どもたちの成長を支えていきたいと思います。 

今後、学校Webや学校だよりでの画像などの掲載で、都合が悪いことがありましたら本校教頭までお電話ください。 

本日の修了式の後、今年度の定期異動により本校を離れられる先生方を送る離任式を行い、異動される先生方一人一人からお
別れの言葉をいただきました。どの先生も大和中学校への思いは尽きるものではなく、生徒・保護者・地域の皆様への感謝と今後
の成長への期待を述べておられました。転出・退職される先生方は以下の通りです。これまでのご尽力に心より感謝申し上げます。 


